
子育て支援課

１　調査目的

　　県では、少子化対策は社会全体で取り組むべき課題であるとの認識に立ち、「安心して

  子どもを生み育てることができる岐阜県」を目指して各種施策を推進しています。

  　今回、子育て環境に対する県民の皆さんの意識を把握し、今後の少子化対策に関する

  取組みの基礎資料とさせていただくため、調査を実施しました。

２　調査対象など

　　調査対象：県政モニター５７５人（うちインターネットモニター３３１人）

　　調査方法：郵送及びインターネット

　　調査期間：平成３０年８月６日～８月２０日

　　回収結果：４６６人（回答率８１．０％）

　　　　　　構成比はパーセントで表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出しています。

　　　　　　そのため、合計が１００％にならない場合があります。

３　結果概要

子育て環境に対する意識に関するアンケート調査結果

○岐阜県の子育て環境について
・岐阜県は子育てにやさしい社会であるか ・岐阜県で子育てをしていること、または

子育てをしたことについて満足しているか

○子育てに関する心配事について
子育てをするうえで心配と思うことは、「子育て・教育にお金がかかること」が

８５．１％と最も高く、次いで「子どもの預け先・相談先が十分でないこと」が
３９．８％となっている。

○仕事と子育ての両立について
男女ともに働きながら安心して子育てできるために、何が必要かについて、「多

様な働き方ができること」が２７．９％と最も高く、次いで「出産・子育てなど
で気軽に休みが取れること」が１６．７％となっている。

○男性の育児休業取得率について
男性の育児休業取得率を引き上げるためにはどのようにしたらよいかについて、

「法令による育児休業取得の義務付け」が５７．７％と最も高くなっている。
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４　回答者属性

(１)性別

(２)年代別

(３)居住圏域別

飛騨圏域 22 4.7%

合　計 466 100.0%

無回答 4 0.9%

中濃圏域 66 14.2%

東濃圏域 70 15.0%

岐阜圏域 227 48.7%

西濃圏域 77 16.5%

合　計 466 100.0%

人数 構成比

70歳以上 68 14.6%

無回答 4 0.9%

60歳代 114 24.5%

30歳代 85 18.2%

40歳代 83 17.8%

20歳代 25 5.4%

10歳代 4 0.9%

50歳代 83 17.8%

合　計 466 100.0%

無回答 4 0.9%
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５　調査結果

問１ あなたにはお子さんがいらっしゃいますか。（18歳以下／妊娠中を含む）

あなたのお子さんはどの年代ですか。（お子さんがいる方、複数回答）

問２ あなたは、岐阜県が子育てにやさしい社会であると思いますか。
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問３ あなたは、岐阜県が、結婚・出産・子育てについて、夢や希望を持ったり、楽しい・

頑張ろうなど、前向きに考えることができる社会であると思いますか。

問４ あなたは、これから結婚・出産・子育てを迎える若い世代が、結婚し、家庭を持つ

ことについて、夢や希望を持てる社会にするためには、何が必要だと思いますか。

（３つまで複数回答／回答者数４５４人）

雇用環境の安定化（若者の就労支援）

※ その他の意見

・経済的に安心して暮らせるように、企業誘致や雇用確保が大事ではないか。

・出産、子育ての時期の女性の働き方に対する支援をしてほしい。 など

比率人数

65.4%

28.4%

子育て支援の充実

297

合　計 1,218

その他 21 4.6%

若者が結婚を肯定的に捉えることができるような啓発活動の推進 124 27.3%

287 63.2%

経済的支援の充実（結婚祝金の給付、住宅取得に対する助成など） 222 48.9%

ライフプラン教育の推進（若者が自らの人生設計を考える機会の提供） 129

婚活支援の充実（男女の出会いの場の提供） 138 30.4%

全くそう思わない 15 3.2%

合　計 466 100.0%

無回答 11 2.4%
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あまりそう思わない 165 35.4%
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問５ あなたは、岐阜県で子どもを育てていること、または育てたことについて、満足して

いますか。（現在子育て中、及び子育て経験者の方／回答者数４１５人）

問６ あなたが、子育てについて心配なことは何ですか。

（現在子育て中の方、３つまで複数回答／回答者数１６１人）

※ その他の意見

・子育てと仕事の両立

・子育てに、夫の協力が得られるのか不安 など

心（メンタル）や体力的な負担が大きいこと

子どもを安全・安心に育てられる環境でないこと

家族の協力が得られないこと

その他
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問７ あなたは、男女ともに働きながら安心して子育てができる社会の実現のために、何が

必要だと思いますか。（最も必要と思われるものを１つ回答）

※ その他の意見

・待機児童をなくすため、施設の拡充を行うべきではないか。 など

問８ あなたの職場（事業主）は、従業員の子育てや家事などに対して、理解があると

思いますか。（現在職業に就いている方／回答者数３７６人）
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問９ 岐阜県内の企業における平成２９年度の育児休業取得率は、女性の９７．６％に対し

て男性は２．３％ですが、男性の育児休業取得率を引き上げるためには、何が必要だと

思いますか。（３つまで複数回答／回答者数４５２人）

※ その他の意見

・職場の仲間の理解が必要。本人以外へのケアが大切だと感じる。

・子育ては女性！という意識改革から始める必要がある。

・父親としての自覚を促す必要がある。 など

問10 その他、子育て環境に関する県の施策に対して、ご意見などがございましたら

お聞かせください。

・ぎふっこカードはありがたく利用している。どんなささいなことでも、親の負担が軽くなる政策は

増やしてほしい。

・子どもたちがやりたいことを学んでいける社会になるといい。また、乳幼児や子育て支援だけで

なく、その後の人生も安心して生きていける環境になるといい。

・女性も男性も同じように家事や仕事を分担する啓発を進めてほしい。

・仕事を持つ親が、子供を安心して預けられる施設の充実を願います。 など

法令による育児休業取得の義務付け（例：男性従業員は最低２週間は取得する）

事業主に対する助成制度の充実（従業員の育児休業取得に応じた奨励金支給など）

事業主に対する啓発活動の強化（育児休業取得率が高い事業主の表彰・公表など）

従業員に対する助成制度の充実（育児休業給付金の支給額の引き上げなど）

男性従業員に対する啓発活動の強化

その他
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